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アンデス鋼資源地帯空中予察調査

⑤

松野久也

アントファガスタ地区(裏地蝸榊3月蝿)

冒本を発ってはや1ヵ月余いよいよ調査は最終段

階に入る.2月23目美しいラセレナ市をあとにチ

リ共和国中もっともチリらしい大北部(N㈱eGrande)

に向う.次の基地は鉱業地帯である大北部の最重要

都市アントファガスタ市である､当目ラセレナ上

空は快晴である年もかかわらず午後エ時30分発の

LANはおくれて翌5時発となり夕暮せ護る頃アント

ファガスタの国際空港セロモレノに到着ここから市内

まで約10㎞一木一草すら注い台地上を左手に海岸山

脈のドス黒いス彩一プ右手に落目に映える太平洋をみ

ながら市内に入る｡沿道の街並みはまこ1とに薄汚い.

間もなく先着の小川団長小原さんそれにエスタ

トァスめ調査団から再びわれわれの調査団に参加される

新田さんらに迎えられてホテノレトリスモアンけ

アガスタに落着く､海岸の波打際に位置する6階建の

大き狂ホテノレである､すでに太陽は水平線下に没し

磯の香と潮騒を聞くだげである｡一休みのあと町へ出

てみる串ホテルの正面から海岸線に直角に海岸山脈の

麓に肉り通りカミ繁華街である｡ホテルの前を港への引

込線が通っている.繁華街に沿って近代的なビルが多

く商店なども東京のそれと変らない感じのものも多い.

アンドフアガス夢市は1870年にチリ硝石を輸出す

るための港として建設された都市である出現在では

アントファガスタ県の県都として行政1教育･文化･

経済の中心地であって前にも述べた通り人口10万7

千人大北部最大の都市である岳この市はまたア

リカ(Ari峨)イキケ(Iquique)両市を並んで大北

部忙おげる海上陸上空路の交通の要衝でもある(篤

2咽).すなわちセ濠モレノ空港ぬほ国際線の

旅客機カ溌着しボリビアおよびアルゼンチンのサルタ

(Saユta)市に通ずる国際線かごζを起点&しておりま

たチリ共和国国鉄の南北縦貫録遺の要衝でもある､

市街地(写真一46)は海岸山脈を背にして海:岸線

沿いに南北に広カミっている.すなわち海岸山脈の山

脚部から緩やか1ζ西方海岸に向って傾斜する台地上

に位置している｡この台地は赤テル付近すなわち市

の中心部近くでは海面とわずかに数搬の叢しかないが

北方に向って徐冷に高巌を増しセ漬モレノ空港付近
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では数10mあるいは100賦におよぶかと思われる海蝕崖

をもって海に面している岳セ濠モレノ付近てばこ

.の海蝕崖に水平に横たわるよく成層した堆積岩(第三

紀上部?)が断面をみせその上を喫丘堆積物が覆って

いる.この台地面は前述の通り東方海岸山脈ぽ向

って高度を徐々に増すがその山脚部では崖錐堆積物

が発達し急激に高くなっている.

空港から南下して市内に入るとホテルまでの間はい

わゆる下町である.そこには粗末な住宅倉庫小さ

な選鉱場ビｰル工場その他の小工場鉄道の貨物操作

場およびこれに付随した施設魚市場などカミ軒をならべ

ている.ホテルとその南に接する港の付近がビジネス

地区さらにその南側の市の南半部が住宅文教地区

に区分できるようである.大学種々の競技場外国

公館などもこの地区に集中している.

アントファガスタは緯度のうえから南緯23岱鮒南

国帰線(南緯23.26'41"9)のすぐ南数理気候帯の熱帯

に接する位慶にある.またこの地方は年閥を通じ

てほとんど降雨カミたい.それにもかかわらずフンボ

ノレト海流によって寒暖の差が緩和されかつ年聞平均気

温17,2℃とかなり低い(実際上は年聞平均気温20℃の

等温線をもって熱帯の南北限界とされている)事実

筆者らが滞在中最高気温が23～24℃最低気温1耽内

外であり年間を通じて大き放差がたく常時海水浴カミ

可能であるをいうことであった.

市の水道はボリビアにいたる国際鉄道の沿線のカラ

マ(Carama)のオアシスから延々200km海岸山脈を

越えて引いてきている.カラマの町は大北部唯一の

水のある川ロｰア川(RiOLoa)の中流にありこの

地域における野菜･果物の供給地である.ここでは気

温が高い⑳で年中収獲があって最大のとくい先は

近くのチュキカマタ鉱山であろう.

アントファガスタにきてもっともわれわれの員につ

くのは賓本製の自動車の多いことである,これらは

欧米の自動車と恋らんでアリカ市で組立てられている.

アリカ市は国の政策上特別な関税法が適用されてい

て工業地区として発展しつつある､ということである.

調査の経緯

航空機の100時間点検山23日朝8時にアントファガ

スタを発ちイキケに回航順調に行けば24目の午後

にほ当地にもどるほずである｡しかし恋がらおく

れて25目にもぜることになった場合のことを考えて2

段構えの調査計画を樹てる由3月8胃サンチアゴ発

帰国&いうスケジ狐一ルから準備その他のため遂賢

にはおそく麦もサンチァゴにもどる必要がある出した

がって実際の調査は3月夏目おくれても裏目までに終

了しここに滞在申に帰国後差当って報告を要求され

る事項について資料を整理しある程度の結論を得て

おか狂ければ依らない｡とくに次の段階の調査の対

象放るような変質帯について調査団としてある程度の

目星をつけておく必要がある.これたついて岡田さん

が主を依って舘黒夕食前の年後7時から9時蛮での2時

間を利用して討論を進めることはす馬｡

2蝸夕方に､点検を終ったセスナ機がもどってくる､

cれで最初の予定通りである.ここでは日本と違

ってお天気1はる計画変更は蜜ず考克る必要は狂い.

最近におけるこの地方での降雨は1955年花っだそうで

ある山泰実飛行機でζの地区を飛んでみてプラヤ

(乾燥地帯ぽある平野で表面は硬い粘土質の表層を露わ

し爾の時はだけ水がた護り湖となるもの)の凹所は

おそらくその蘭の際の水溜り⑳沈澱物のあとカミ使用し

た空中写真(蝸蹄撮巖)紀はりきり記録されており10

隼余を経た今賢その漢護保存されていて全くつかみど�
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こるの恋い砂漠上の飛行の際にきわめて宥劾な畔阯な

ったのである｡

調査に当りて思班終は派閥窓んに交替して鞍贈凄

んが入り本間慈んは肉業績専念する墨繍慧液る阜ζ

の地区にはシ皿茅コルダ(鐵敬滋銚鍋薮)を弊心&

松て浅リビ刺砂㌔たる鋲遣の沿線熔梢宥鉱閉淋多い古

護怒一方忍の沿線悠は沃蝋弗吻箏翁鉱山をは修めと

して多くの銅鉱山がある｡チ籔ギカマタの近くにあ

るエキゾチカ(Exotica)の鉱床は温存中のものであるが

生産倍増計画があり近く着手される予定であるツウ

イナ(h至舳)一これもチュキカマタの近くにある一は

鉱層型(㎜antotyp色)である｡そのほかケテナア

ブラなどの鉱床があり住友金属が採掘したコブｰチ

ア(C卵ucha)祖ともこの沿線にある.ドメイコ山地

(Co赫1呈搬Do㎝eykc)は足場か悪く調査ぽ入ってい

ないようであるが多くの変質帯があるのでは狂いか?

その東側には南北方向に現世の火山淡並んでいる.一

方海岸山脈地域にはポルトスエロ(POrtOZ雌10)マ

ントスブラン道(Ma皿to§遭1獅｡o)などの鉱山カ量ある

が巨大なものは予想され低いのでほないか?などか

つてこの地域に入ったことのある本間さん小原さん狂

どの意見を聞く

とにがく2舶からこれ漢で通り写真上で変質帯

を識別しAB両瑳で区域を分担して全域をカバｰ

する.セロそレノ空港は軍との共用であって空

軍のジェット戦斗機や爆撃機カ茎待機している.また

ペノレｰボリビアアルゼンチンなど隣国の何れとも近

い距離にあってこれまでに利用してきた空港とちがレ､

ものものしさを感じる.ここであらためで空中調査

の許可についてラジオザｰキ皿ラｰで各空港へ通

釦しても密多よう大使館を通じて依頼する昔一方で

は無益恋ト茅ブルを窓け鳶ためζれ凄で空港で行な

っ郁暁地図や空串写真をひるげての飛行ルｰトの打合

ぜ(簿輿一棚は極力避け漢淀情況終よっては逝

くの第ソバ(軌搬脇)紀港鳶飛行クラブの飛行場悠基地

を移淡芯詮も誇克て潟く芯濠熔する岳

峨沁棚泌ζのぶラ溶心配も把憂紘すぎず調査

は1順調紀進捗し予定通り3月五目に終了する.この

地区で調査表に記載された変質帯の数は51個にのぼるが

その多くはドメイコ山地にみられる.海岸山脈地域

から串央低地にかけての比較的起伏がな花らかな丘稜

性の山地&砂漠とから怒る地域では変質帯カ茎はりきり

と地表にあらわれ扱いのであるまいか?事実マント

スブラン遺鉱山付近は放たらか匁起伏をもった山地

であるがそこぽほ地表の変質帯は認められ狂い｡

ζの鉱山は露天掘りの現場(写真一48)と選鉱場があ

るからこそ空中から容易ぽ見付けること淋できるので

あるカミ周囲には変質帯らしい表面徴候は全くないので

ある.

実際にこの鉱山の鉱区の一部を借りて採鉱を行放っ

ているアンドロメダ社の現場をみるとこの血稜性の山

地の地表は砂礫などからなる表層被覆一風化物一紀

よってお潟われている｡そしてその表層被覆申には

硝石が晶出して自動車を乗り入れるのに何ら不安を

感じないほど硬い被覆となっている.した添って採

鉱はブルドｰザｰを使用してちょうどバリカンで坊

主頭を刈るように山の表面を片っぱしからひっかいて

行き鉱石が認められるどころからトレンチあるいは

ピットを掘って行くという方法カミとられている

(写真一49)

写真一47飛行計画の打合貞二〕せ(多セH^τ盲η憤リタ蜜溝)ロビ_の陳に

集成写真を広げて飛行コｰ刺こ似て打合身)せここでは天候待

ちでしばしば待機を余儀匁くさ批哩ビｰのソファとテｰブルを利

周して写真地質の講議あ桁扱お扱淀

写糞一48叩ンけブ貸ン饒鉱山の露天掘り(空から)

かなリ鶴侠があ馴こもかかわらず岩盤が露出していない�
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等輿一鶴

加りン麟鰯(沸籟)呼ソト渓ヅ祭ン顯災鉱泌紡遊から(†は遺鵜)遣踏の等餓のう考嚢状の艦はカレ貫一ザｰ重はる鍋土のあと

ここで維騎鰯頚鰍こよる騎鰯鐙か頚状地なレ北麓雄性の扇状地臓を翻鴇ている｡

窪申写箆の偉力

こζチリ北部は一木一章ない乾燥した砂漠である淀め

空中写真による地質判読跡地質調査に大きなカを発揮

する｡酷しい自然条件は人間の侵入を阻止し大部

分の地域がそこ紀到達することすら非常に困難であ

る｡現地に到達したとしてもζれをく蜜なく踏査す

ることは非常にむずかしい､そこでこのよ簑な地

域の地質調査にひとたび空中写真のや⑪かい紅なりて

みると次の機会からこれを使用せずにはいられたい.

とくに自分の位置を正確に知り観察デｰタを確実に

プ河ットするためにもこれを欠くことはできない.

たと克蛸形図カミあったにしても目印に怠るよ萱狂

人家遺路耕地など人工の地物ほほとんどなく等

高線で表現される地形の起状だけしか頼り紀ならないよ

う匁未開発樽地域では地表の実陪紬かな特徴襲でを詞

録している空中写真を伸介紀しなければ地形図上で正

確在位置の把握は非常にむずかしい､

アントファガスタ市の背後海岸山脈の西斜面の上を

ぐんぐんと高度をあげると屍下ぽ酉傾斜で整然と成層

する堆積岩とその層理を斜は切って貫入する砦脈が手

にとるように観察される｡台地性の山項部慰出ると

そこはカルメンナビダｰドマｰノレムエルト(Mar

MuertO=死海)など大小の塩湖を抱えたカルメン砂

漠である幸忍の砂漠あ葡述の露砦地帯墨⑳鏡界の亀

花堕樽案熔み核お稼潜断綴(写輿一側秘潜篇,栄

じで慧れ悠沿顯て所冷紘生幾しい亀裂然付髄篶てい

篇鋤慨彰れ沖横扇状地繭隠は簸瀞を続く断層慶を催

繊てい蕃硅ζζか島北東熔遼跨を澄資訴器薪勲焚夢

熔胸弧兇杓花すかぎ抄出地秘島の畿夢縫簿艦砂漢恐

ある宙砂漠をい簑お匿米溶砂澄⑳発瀧ず篇砂原を逮

想す繍蔓そのような部分はそ⑭ごく一部熔球ぎず大

部分は砦宥の露塁む稔砦宥舎地で滋る昔汐滋費該汐

ダの滋施算湾あり施る多か実にみごお溶籍金露出概盆

状構造梯み蟻れ猪の軸並蜜鉄遺線路秘横切聾かつ申

心熔逝い鉦芯る紀駅禽慈免務篇硅

潟漆紀おいて奮んざん地表を歩慧翻効地團軸塗紀

砦石地層の区分走陶潟滋砂燦斜鏑およぴその方胸が

完全にプ属ツトされてばじめて断層なり福曲構造恋

りがイメｰジとしてはっきりしてくるのとは大違いであ

る､われわれが教科書の写真でみるようないろいろな

現象カミハイウ鴛イを走る車窓から列車の上からすぐ

目の前ぽ事をとるよう紀屍られるのである｡これら地

表にあらわれ花地層岩石の分布層理断層岩脈

節理などあ漢すをころなく空印写真に記録されてい

ることはこれまでいくつかの例は示したあおりである

(写真一易34葛5424345)変質帯の範麗もそ

のとおりである｡これらを空串の飛行機上から的

確に地形図にプ属ツトするとすれぱ実に大へん恋こと

である山正確な飽形図ポあって蒔聞巻克かければ何

とかなるが一たん雅行機が急旋回すると自分の位麓

方位などは頭の中で宙がえりしてしまう.凄花変

質帯の色彩異常が強烈であるほどその亀に幻惑されて

周囲の地質の状況な淳は金く目に入りて来ない畠こ

の点一度写真に記録されたものを室内で十分時閥を

かけてしかも実際の視覚よりずっと誇張された立体観

察を通じて検討するに越したことはない.

今回の調査紀使用した写真は前にも述べた通リ全

地域を統一的に撮影したものでありしかも全体的にみ

て実紀すぐれた写真である.23㎝×23㎝の区圃のこ

の写輿一枚熔奮蜜批る範鰯は約蟻6◎賊拐瞭紀広く

蜜施繭肪繍⑳鐵一渓塾墨嚇芯統一酌熔撮影慧れてい篇

施め鎮簿糞踏叡撚熔葱駒熔集成慈れ花晋ザイク写

輿並簿褒質滞⑳網対的溶炎欝さ網盈⑳関係位置分

布滋蟻を霧甥熔絶艦蔀る慧鋤蛇慈る曲周迦の地質

地質構濫縫関沸鳶構報愁躯稼りの艦魔蜜湾判読摘幽

で慧鳶驚濠獄い夢護添愁溶ぬ封

慧れ濠⑳簿糞は縞崇魔離鰯③鰍獺の汐ンズの勿メラ

を踊いて獅,餐③⑩搬鞭商騰澄愁顯恋撮驚慧れたい勅峨る

写糞縮尺約琢源紛⑱丑⑳愁⑳簿灘繍婁調養地滅は幣

染低地か讐第淡第渓贈脈⑳幽⑳藩を慈揚深く塞で隠わ

花りて潟資羅⑫標商愁数五〇⑩輔沌遂貞⑪o⑪萄事o⑪晦護

芯裟褒化秘蕗る喧

し施め帖て写真ごお絶あるいは同一噂真内でも�
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部分部分で写真縮尺が著しく変化する､このため変

質帯の大書きの比較地層の傾斜角の測定などのために

はその場所場所の歴碓溶写真縮尺が蜘られなければ

扱らない.この点調査地域全体にわ托りて空中写

真から図化された縮尺エ1湖｡000の地形図がありてこ

れを利用して各々の写真縮尺をか扱りの正確さ一一今

回の程度の予察調査紀は十分な一一をもりて決定で慧

あるいは写真上のデｰ券を直襟上記の地形図紀プ酒

ットすることにぷりて写真の縮尺の養受解決すること

ができるのである.こをに次期の地上調査に潟げる

概査あるいは準精劃こ際して十分信頼で慧る中ないし

大縮尺(1:隻0里000狂いし五150,000)の地形図がないた

め空中写真の高度な利用か考えられ狂けれぱならない

であろう.

調査結果のとりまとめ

調査団の団員は団長を除いてすべて異なった会社

機関から派遣され花入である｡その大部分の人か東

京の本社ではなく鉱山事業所や外副ζ勤務している方

冷である.したがって帰團後少なくとも1ヵ月以内

にそれぞれの職場に帰らねばならない立場にある自外

国に駐在している方はサンチアゴから直ちに勤務地に

帰ることになっている由このため紀もアンドファガ

ス歩に滞在中紀報告書の内容項員犠の執筆分担報

告会の時期拒とか在り細部蜜で決めて潟く必要があ

る､第五目の2鯛には報告書の章節の区分が最初に

議論の対象と溶る.結論をどうするがというところで

意見が2つに分れる.帰国後学識経験者によって構

成する｢ホｰフィリｰカッパｰ委員会｣ともいうような

委員会を作りそこに生の資料を提出してそこで結論

を出すべきであるという意見と次の段階への指針として

団をして結論を出ずぺ巷であるとい多恵屍との婁つであ

る自ζれ熔関連して分布⑳燦胸す扱わぢゾｰン沸

あるのでは触･か?局地的な地質構造あの関連秘屍出

せ恋いか?な婆の検討愁必要である扱濠危く慈んの意

屍滝拙密れる,お熔か《難筈会は帰国後霧週間前後

のと芯るを湾漂樽して準備するζ&熔溶る自

獲噸変質帯の選択評傭の整準熔ついでふ滋花淡

ζ慧芯議論茄な肋峡翻協｡議のは篶漢りは調嚢

表⑳碩鷲鋸に分類表系栽澄籾ち続詩的拠灘淡恐慧

滋いが拙功蕊おでおる｡慧勅熔対篶怨｢探鉱誠鳶滋

揚芯地質条件秘も繊をも大嘗匁問題鐙溶る串闘沁･

錫在は窪曇篶で亀薦はをみでい副駄滋篇いは獲慈課

価篶花基準紀刎双誘蜜杉瀞鴻岨巣繕亀を誇党る澄

は芯裕亀の紙含わせ登各海⑳笛の配列然蟹翼鷲踏翻､

増の配列のパ夢一ンの憾が概渇いろ溶条件淋澄る唯

それぞれの変質帯にはAとし道とした経緯珀条件があ

るふrそれはあなた自身の基準ではないか㌘｣､r具

体例である｡本目エルザルパドｰル鉱山の北で銅

山をみた径2腕におよぶ変質帯の南端である.赤

1蔵1脅1縁の色彩異常を呈し電気石脈らしいもの跡

ある世談花餅中終酸化鉱がある.A級である｣など

実紀熾烈である苗

鯛目地域的陪変質帯の地表へのあらわ村方に差があ

ることも考え抜ければ狂らない.北部の乾燥地帯と南

部の多少ながらも降雨のある地帯平坦地と山岳地帯で

評価の基準は異溶る仙たと免ば酸化作用の違いで潜る.

これを欠くと二次富鉱帯を欠くことはなる由サンチ

ァゴ付近で酸化鉱帯凄で20皿マントベルデでは200

撤アントヌァガスタ付近では霧70独と地下水位と関

連があるようであるなど評価は画一的に簡単紀は決め

られないことが強調養れる抽結論は調査表に記載さ

れたζとを骨紀して実際に観察したことその他地域

的条件などを考慮して淘付けして行くことになる苗

3月岬も続げて会議カミひらかれこの問題ぽついて

の討論が続げられる一方で両班で評価について著しい

差が出ないよう何度か打合わせが行なわれ2買の最

後の会議で調査団として次の調査の対象をしてとりあ

げるべ曹変質帯互遂個の選定を完了する｡

2昌午後五時30分鉱業権関係の調査のため団長

および新閏さんはコピァ恭へ飛ぶ由途中コヒ萌ア栄北

部の一部の補備調査を行ない3目午後あるいは逸目午

前中サンチアゴに到着ここで後発の本隊と合流する

予定残りすなわち本隊は地区別クタス別に変質帯

の数の集計飛行時間の集計溶どを行なうと同時紀調

響蔦一郷呼ント災ヅ賞ン蝦⑳アン畑メダ杜の擦鰯灘欝にて崖から筆者

小笠瞭幻)(艦繭蜜)入江さん小原さん�
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査表変質帯の分布図など最終的な整理を終りサン

ブノレ資料の荷造りにとりかかる

3目午前アンド原メタ社の小笠原書んのご案内ご

マントスブランαの鉱床を見学に行く百手のあいた

もの一同で目未製の大型ジｰプに乗って出かける古

途中カルメン砂漠で前述の活断層(写真一遂9)を員近

にみる.空からは飛行機の着陸できそうな砂原のよう

に見える砂漠はジｰプ炉やっあ走れる位の石原である.

採鉱現場(写真一δO)を見学したあ&ピッチングロ

ｰリング腸のよちれそう柱石原を走って小高い山の

探鉱現場を訪れる.この付近ではかなり比高のある

山の上さえ露岩が認められない｡表面は数｡瓜から

数!0㎝の厚さの砂礫によっておおわれてい馬｡午後は

昨引閉き続き整理を続ける宙夏の目は長く中南米

の夜は短かい｡手分けしてかかる仕事は早い,

4属サンチアゴ行のLANは19時40分セロモレ

ノ発サンチアゴのプｰダウエル着23時3◎分の予定の便

を予約してあるが4目の五員持て.あ蜜し気味となる古

早い便は空席カミなく変更もきかない｡Lた添って

何の娯楽のないここでは水泳か釣しかなく午前中舟

を偏って海に賜る｡アン将ロメダ社の高岡さんの奥様

の釣られた大めラメをはじめとするみごとな魚拓のよう

たのを期待したがカルデラで鈎つ淀よう狂小物ばかり

である(写真一駁)｡舟を待つ聞桟橋で糸を垂れると

小鯖や小さた黒鯛のよう泣のがたくさんかかる､この

ような小焦は未だ食卓に出たことはない大きなやつ

を輪切りにしたようなのぱかりである｡ナイフとフ汰

一クでは小魚は無理らしい.近くには野生のペリカ

ンで餌をね淀りぽ寄ってくる(写真一概)卍

午後5時ホテルを後にする古ここでも例の適リ

勘定書書に間違いがある吉決して少なくば間違ってい

ない古この点すっか蝸11れっこに匁鶯だがその交渉

は相変らずしんどい､梱等の片言の英語とこちらの

片言以下のスペイン語ではなかなからちがあかたい｡

気持よく過したこのホテルの印象もこの最後の勘定で

ぶちこわしである｡すなおに認めてくれればよいので

あるが一…皿LANにほサンチァゴヘ送られる瀕死

の怪我人が損荷で運びζまれる.途中ずつと酸素吸入

が続けられ火気一切厳禁である.パｰサｰスチワ

ｰデス皆緊張した顔付で機内を往復している,繋通

の乗客はほとんど相手にされない位である.途串乗

客中に医師はいないかというζとになったがとぽかく

無事にサンチァゴに着く.プｰダウエノレはオｰプン以

来約1ヵ月になるが何とたく落着かない感じである.

写真一51汰堺緯での魚釣夢僚漠金属リ噌駐控の小原慈ん

後は船頭

セント㌘ルの小旅行

あけて5貝団長新岡さんの補備調査の結果と鉱

業権関係の調査資料が揃って一切の外業デｰタの簾許

カ辮る,7目までにすべての支払い関係方面への挨

拶を終えて8貝朝サンチァゴ発送申リマ稼スァン

ゼルスホノルルと立寄って11目明囲着ユ蝸午前10

時30分海外鉱物資源開発株式会杜に集合帰国報告とい

うスケジ汲一ルが決豪る串'いよいよ帰国ということに

なるとすべて心残りとなることばかりである｡仕事

の合間を縫ってサンチァゴの市内紀さまよい出る.

サンタルシアの丘からのサンチァゴの夜景ぽも未練が

ある.何度か足を運んだレストランに居が向く曲

5具有志で中商米太平洋岸における最大のリゾｰト

プレｰスであるビニャデルマｰルを訪れる｡一泊

簿輿一般アントフグ嫁渓夢の魚市鑑の桟橋から漁船1こ1ま赤背黄など派

孚匁塗装が施され野生のペリカンがむらがるあリさまはまさに一

幅の絵である.�
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写真一S3

食ン1･多ル(串拠部)の鍛

牧地鵜=サンチアゴ沸一震方

海岸洲猟の騨腹から紗凝隻護

嚢…蒙ユ⑪肱簸鰹労め呼猟慶に駁

爾慈扱嫌プラ鑓沫終鰯蜜

れ淀灘錐および敏播我イ

帽のある澱澱溶ど就滋遺1

鋤守麟燦か蔭み恕奮紘梁騨

を;的ふつと塗せ幕ものが

あ鳶､

響薦一顯

ど皿ヤチ冷帰一ルの海嬢の

滋鋒遺橘を穣棚て姦挙吾忍鰯鴬

の妻ジノ秘ある

写真一機糠箪博物館(蛾鰯鋤猟鮒籔亘)ど皿ヤ約レ嘩一ノ歩の海溝遜

婁終ある望機の下縁太平禅の濃かく鶯1■帖荒磯と狂っている

簿蔦一5

ビ黒ヤヂル呼一ルの鮒の恕怒ず護が等節1こ1重曹い隷鳶縫葛荏

らメ)てい墨秘鐙努葦ζ尋嚢遼代的なアパｰト秘続麿と建ちつつある�
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グ功麦6濁年前王夏時談芯に帰ることにして午後3跨30

分乗合夢クシｰで赤テルを鶏つ畠約夏｡⑪触機鐙1棚｡

蕊猟グｰド(邦貨紀は嵩珪遂｡o円位)五人蜜蝋酎杓ぱ

いくらで怒触㌔塙窮赫郊外1蝸るを秋の気配秘ひ狂

ひ杉と感じられ鳶由濠汐彩浜滋シ秘蔵はみダ河寅畿

イの遺は花1ζは水瓜蒲秘蔵を熾レ轟樽作蔭批怒愁球双

リの花び密はす静かり歓搬愁終い穣矛鶯はの花冠秘頭

塗簸れてい篭自問もなく海簾胸脈籔登り1勃効渇を

宥紀創吐ンけルの渓騨秘望蜜舵鳶串魍鏑隠匿切ら

杓潔プ茅並木悠が芯蜜れ稔耕地締労祈濠⑳潜る牧場

(写真一搬批濠ちぷ簑濠狩勝蹄か塗瀞旗手灘竃薇資返

和咋感脈挑･瞼瞭鵬脈破瀦1諸

肌をみせ鳥小灌木⑫繁み婚の閥紀末慧溶琳恭テン直

並する出猟は乾燥地帯のそれ恐踏葛由

峠のトンネルを越すとバルパライソ県である.山を

隣1つ平坦地に出ると車は時速90～亙00㎞で走る.

両側の耕地果樹園牧場その閥は､叙嫁とする土煉瓦

の農家派手な色彩のポンチ嚢をつけ花勿ウボｰイの姿

など実に牧歌的である由

美しい人造湖ペニュエラス貯水池を有事紀みて丘を

登りつめるとバルパライソ市の背後は出る帯バルパラ

イソはチリ第2の大都市でありごの園最大の港でもあ

る.町は湾をとりかζ敬馬蹄型の斜繭紀ある｡ビ

ニャデルマｰルはこれ績続く耽側の海簾の斜繭熔齢

る.道路は曲がりくねりいた為&ころ終階段お叛の

ある町である.砂漠の串の碁盤の属のよ雪終匿爾蜜れ

た町ばかり見てきた目には案維新鮮溶ものを感心お

れわれとしてはまた親しみ赫もて鳶ので務蕃苗蕊⑳町

は国営の賭ばく場カジノをはじめ競馬揚曲η揚

海水浴場立派なホテル薬しい公園帯街路が務妙新

旧いろいろなスタイルの色とりどりの建物が自然の風景

をよく㌢ツチじて鰯腔体撚公開と狂っているような感

狼を受ける(写真一概粥醐もはやシｰズンを終

り熔遊曽帖篶く海氷浴場熔は人影がなくホテノレも泊

客様瞭熔変溶い､鞘早く海津通りから高台の古

い市街地を一濠捌恥でみる､ゆっくりできないのが

残念芯海鳶封

妙汐繋潔誠一iメ潔一鱗涙一ホノルルｰ羽蘭

惑溺窃葦蹴霧麟約分矛鶯通りサンチァゴにお別れを

皆ばる｡同驚涯禁抄篶前熔ペルｰの首都リマ(u鵬)

繕溝く｡該滋陣⑧高林慈繍甥地の鉱山会社の駐在

⑬轡慈ん鎧幽迎免て下慈る抽尋隻7時からわれわ加を

迎淀恋鉱醐関係籍⑳護彩談会か開かれるまでそれぞ

椛思い思いの時彰沸ざ沸曲難者は入江さんと2人で

東邦亜鉛(株)の駐在員の野崎さんのお世話で市内見

物(写真一5758)インカのバチヤカマック(Pachaca一

猟鮒)遺跡(写真一醐餐◎)溶どぽ勿れて行鶯てい花だ

く｡リマ市は餐万人の驚水火あ繊･は濁繁氷淋鴻と

かで鯖慶をは篶め属奉料理屋も謝り花屋麟諦慶放

ど1明本語の霜板愁みられる帝簿本の麓設業煮の五事

理揚も屍愛はら托町1副窪勅り当瀦墜ゆる型の属添の

自動車秘然園蕪綻混りて走徹てい篇抽琳ン素ア該欲り

ずり畿潜気恥澄蕃裟多熔屍受は嚇禍､

鉱旧ζん談姿は属本料理慶蔓鑑(泳洪箏※講懇M量

鰯敦は勅が錬⑳意瞭で踏蔦)鷲ひ鋤版数五鵬⑳方々

湯拙臓慈勅実紘盛会で移り淀古

夜串樽慈んのぎ屍送でリ球を発葛蒋び襖刺詞ヒ米

大陸を&び翌翻畢仰スァンぜル黒嘩騰こζで数

時間を遇杉等後の便孫添ダルル腿筒琴曲慧誠蔓くる

あ物欝淡われ杓れの常識通りテわ蹄詮欝務薦雅進め

られほっとする.

零糞一触碧蝉精肉犬織額鴬鱗繭の広鑑竹逝の澱繋災ベイン擁麟鑓時代

を象徴す慈建物こ蜜に欄て滋代鮒などル男泣滋メ)で皆喝

写輿一繊ペル舳汰統領嘗螂の鰯興糞紘のズ祭ン1ζ

輿貞な上爽金ど勲の沸ブトが笑に美しい�
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筆者にとってはスペイン語から解放されておしと

っんぼが一度になおったよう枢感じである.ホノルル

ではほぼまるエ目近くといっても雨の申をかは思で

オアフ島を一蜜わりしてハワイのほんの香りだけを暖

いでJALの乗客となる古ここから一路冒本へ向う

のであるが気象条件によって貫一スを変えウェｰキ

に寄港すること紅なり写真でしか見たことの鮎･いろ

いるな形の南海の珊瑚礁を翼下にまた冒のあたりに見

るというおまけがついて夏1目すっかり賢の暮れた

羽田に着いたのである古

むすび

この調査で調査表に調久慈れ地関上紀プワットさ

れた変質帯の総数は251個にのぼる方そのうちAク

ラスと判定されたもの7個Bクラスとされたものは94

個である.これらユ01個について鉱業権関係を調査し

た結果うち米国系の大銅山会社の所有するもの6鉱

区の設定されていないもの工4不明17その他触個は

中小金杜あるいは個人の所有である.これらの変質帯

の位置大きさその仰ご詳細つい

てはアンデス鋼資源地帯空串調

合杜1967)を夢照してい淀だ曹

たい.

これら蜘個の変質帯の分布す

る範囲ははむめの方で述渓られ

た通り繭兆五宝蝸0ぬ東衝80嚇

写蔦一§蟄

バチャカ呼ツタ(胎&鮒撒鮒)遺鱗

申復原された乙女の神殿

わが国土の面積の約1ノ婁にあたる広さ紀わたりているので

ある血これを往復移動の日数棄で含めて8人の調査

員をもりてδ粥とい争短い期閥で正確に地図上1ごプロ

ットしそれぞれについて実際紀空串からの観察か行

扱われその緕果はついて調査表か作成されたのである.

とく紀空串からの観察に翼し花実飛行時間は総飛行

暗闘!06時間遂3分申76蒔閥!8分であってきわめて限

られ時間内に一篇の規準紀従って変質帯を相互紀比

較検討し傷従ごあは高く評備されるのではなかろうか.

ζの最終稿を欝慈終ら扱いうもに昨年10月始めに

出発㌧花鶏籔次⑳地土調査団が帰国したという便りを

受けとった苗この稿か誌上にあらわれる頃にはとっ

くに篤黛次調査蘭の成果カ婁公表されているものと思う.

われわれの調査然所期の買的の端緒となれば幸いこの上

ないとζろで跨る苗

鍛後にこの調査旅行ぽ関していろいろ篤世語になっ

淀多くの方冷蜜た本稿を基とめるにあ淀って資料そ

の他で抽憤誘終放った方序肥厚くお礼節上げて筆を搦く

こと虹し危い自(錐暫は応用地質部)

写真一鋤

訂鯛鯛榊描嚇駿(バ糾加〃繊)炉部ζ雌く1迂ド〃遼雛繊大纐猟脳脳｡賞L鵬鯛博士粧

ペル岬毅鮪閥し夜際(至鰍締遂凋雌～鎚同)に建立したこの遺跡発掘輔鵬瀞燃η賞L獄(嚇6一溜銘)の記念弾がある.�


